
反対「きょうが正念場」＝国会前、朝か

ら抗議集会－安保法制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全保障関連法案に反対し、

国会前でデモを行う人たち＝

１８日午前、東京・永田町 

 安全保障関連法案をめぐ

る与野党の攻防が最終局面

を迎えた１８日午前、東

京・永田町の国会前。朝か

ら集まった数百人の市民は、

「きょうが本当の正念場」

「民主主義の破壊は許さな

い」と法案に反対の声を上

げた。 

「声がかれかけてきたが、

いよいよ大詰めなので頑張

りたい」。出勤前に駆け付け

た東京都杉並区の会社員井

汲景太さん（４５）は、１４ 

国会前で行われたデモで発言する俳優の石田純一さん＝１８日午前、東京・永田町 

 

日から毎日国会前に足を運んでいるという。「法案が成立すれば、米国の下請けとして戦争

に加担させられる可能性がある。主権者の一人として、反対の意志を示さずにはいられな

い」と力を込めた。 

 大阪市の主婦中本幸美さん（７３）も、新幹線に乗って駆け付けた一人。「安保法案がき
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っかけで平和について初めて真剣に考えるようになり、本や新聞で一生懸命勉強した。そ

の意味では安倍首相に感謝せなあかんかも」とした上で、「どう考えても法案は違憲だし、

成立すれば防衛費も増大すると思う。避難生活を送っている福島県の１２万人はどうなる

のか」と訴えた。 

 

突き進む与党、粘る野党＝谷垣氏「緊迫」、

岡田氏は採決疑問視－安保法制 
 

 安全保障関連法案の成立へ突き進む与党に対し、「あらゆる手段」を講じて粘る野党。１

８日未明に中谷元防衛相の問責決議案を否決した参院本会議は同日午前に再開され、与党

側は山崎正昭議長の不信任決議案も退けた。この後、野党側は衆院に安倍内閣不信任決議

案を提出する方針で、戦後の安保政策を大転換する法案をめぐる最終攻防は激しさを増し

ている。 

 自民党は午前９時半から役員連絡会を開催。谷垣禎一幹事長は「大変緊迫した状況が続

いている」と厳しい表情を見せ、法案成立へ結束を求めた。溝手顕正参院議員会長は党参

院議員総会で、「（参院）議長不信任決議案など、うっとうしい処理が続くと思うが、しっ

かり支えてほしい」と呼び掛けた。 

 民主党の岡田克也代表、維新の党の松野頼久代表、共産党の志位和夫委員長ら野党５党

の党首らは１８日午前、国会内で会談。法案成立阻止に向けた共闘を確認し、内閣不信任

案提出で合意した。 

 岡田氏は会談後の共同記者会見で、与党が混乱の中で押し切った１７日の参院特別委員

会の採決について「有効に成立したのか極めて疑わしい」と批判。「これからも憲法の平和

主義、民主主義、立憲主義を守っていく」と強調した。志位氏は「（市民によるデモなど）

院外の戦いと連携して、最後まで力を尽くしたい」と訴えた。 

 一方、菅義偉官房長官は１８日午前の記者会見で、参院特別委の採決には日本を元気に

する会など野党３党も賛成したとして「強行採決でないことは明々白々だ」と主張した。 

（2015/09/18-12:44） 

 

「廃案あるのみ」怒りのコール 
赤旗 ２０１５年９月１８日（金） 

 



 政府・与

党がねら

う違憲立

法・戦争法

案の成立

を国会内

外のたた

かいで何

としても

阻もうと

１７日も、

国会前は、

朝から強

い雨のな

かでも人

で埋まり

ました。夕

方になっ

てから国会を包囲する人波はふくらみ続け、正門前にむかう人でどの交差点もごったがえ

しました。「強行採決もどきは無効」「戦争法案廃案あるのみ」「安倍政権をみんなの力で倒

そう」と力強くコールを続けました。 

 国会を傍聴した甲府市の剣持正太郎さん(３６)は､｢日本の将来と子どもの未来がかかる

法案なのに、こんなのは採決じゃない。委員長の不信任動議が否決されたとは思ったが、

法案が可決されたとは思えない。だって声も聞こえないし、立った数さえわからない」。 

 「野党がんばれ」のコールが続く正門前のステージには、野党議員が次つぎに駆けつけ

ます。日本共産党の小池晃参院議員は「強行採決らしきもの。断じて認められない」と報

告。「政権の座から引きずりおろそう」とエールを交換しました。 

 「いてもたってもいられない」と高知市から駆けつけた米満敏孝さん(５７)は、「暴挙を

ゆるすわけにいかない。野党と力をあわせて何としても廃案にせんといかん」と語ります。 

 川崎市から参加した大学４年生の男性は、「当事者である僕らの世代が声を上げなかった

と思われたくない。反対を訴えつづけて、周りにも参加を呼びかける」。 

 国会包囲行動を呼びかけたのは「総がかり行動実行委員会」とＳＥＡＬＤｓ（シールズ）

です。 

 

（写真）ＳＥＡＬＤｓの音頭で戦争法案の委員会強行採決に怒りのコールを

する人たち＝１７日、国会正門前 

９月 18日（金）◆座り込み行動と国会正門前大集会  主催：総がかり行動実行委員会 

９時～１７時 国会正門前集会、終日座り込み 

９時、１１時、１３時、１５時、１７時に、国会議員も参加する集会開催（３０分～１時間程度）  

１８時３０分～ 国会前集会（正門前）集会後２１時まで ＳＥＡＬＤs など他団体と調整しながら

国会正門前で行動 

２１時～ 国会議員会館側に移動し集会  

＊情勢を受けての行動提起は、本日夕方以降、総がかりや憲法共同センターのＨＰ等で発信

します 

 


